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この設定ガイドは、以下の機種に対応しています。

・・・・・XR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DESXR-380/DES
・・・・・XR-410XR-410XR-410XR-410XR-410シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品シリーズ各製品
・・・・・XR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/CXR-440/C
・・・・・XR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CDXR-640/CD
・・・・・XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 XR-1000 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0ver 2.0以降以降以降以降以降
・・・・・XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4XR-1000/TX4

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに



この設定例は、インターネットへの接続とフレッツ・グループアクセス の利用を同時におこなう場合に必要な設定例です。
フレッツ・グループアクセス プロ 端末型アドレス払い出しとフレッツ・グループアクセスライトでの利用にお使いいた
だける設定例となります。

運用の条件運用の条件運用の条件運用の条件運用の条件
(a)双方のLANは任意のプライベートアドレス環境で運用します。

(b)XR #1 、XR #2ともにPPoE主回線側でインターネットに、PPPoEマルチ#2回線側でフレッツ・
グループアクセスに同時接続 します。グループアクセスはIPアドレス端末型払い出しでの接続
とします。

(c)XR #1 、XR #2ともに、マルチ接続側で相互のLANを IPsec接続します。



[a-1][a-1][a-1][a-1][a-1]インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

それぞれのLANに合わせて、Ether0ポートのIPアドレス、ネットマスクを設定
してください。
またEther1ポートは、運用環境において他で使われていないIPアドレスを設
定してください。重複しているIPアドレス設定があると正常に通信できない場
合があります。



[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE[b-1]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定11111

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

接続先設定1にインターネット接続のための設定をします。
→ ユーザーIDとパスワード、DNS設定など。

またIPアドレスが固定割り当ての場合は、「IPアドレス」欄に値を設定してく
ださい。



[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE[b-2]PPPoE 接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定22222

接続先設定2にフレッツグループアクセス接続のための設定をします。ユーザー
IDとパスワードを設定します。

さらに「IPアドレス」欄に、フレッツグループアクセス接続で割り当てられる
IPアドレスを設定してください。

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>



[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE[b-3]PPPoE 接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

主回線が自動的にデフォルトゲートウェイに設定されますので、ISP接続を主回
線、グループアクセス接続をマルチ接続に設定します。
接続先は「接続先1」を選択し、IPマスカレードは[有効]に設定してください
(画面はXR-410/TX2の表示例です)。



[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE[b-4]PPPoE接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定     マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線マルチ接続回線

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続 #2を「有効」に設定して、接続先は「接続先2」を選択して下さい。
端末型接続ですがIPsecを使用しますので、IPマスカレードは[無効]にします。
また閉域網を介しますので、ステートフルインスペクションは無効とします。

(画面はXR-410/TX2の表示例です)

<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>



IPsecポリシー設定1

本装置側の設定では、インタフェースのIPアドレスにフレッツグ
ループアクセス接続で払い出されるIPアドレスを、上位ルータの
IPアドレスには「「「「「%ppp2%ppp2%ppp2%ppp2%ppp2」」」」」を設定します(ppp2は”マルチ接続#2”
のインタフェース名です)。

IKE/ISAKMPポリシー設定のインターフェースのIPアドレスには、
相手側装置のIPアドレスを設定します。

IPsecポリシー設定には、IPsecで接続するLANアドレスを設定し
ます。

本装置側の設定1

IKE/ISAKMPポリシー設定1

[c-1]IPsec[c-1]IPsec[c-1]IPsec[c-1]IPsec[c-1]IPsec設定設定設定設定設定 <XR #1 <XR #1 <XR #1 <XR #1 <XR #1の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>



IPsecポリシー設定1

[C-1]と同様に設定をおこないます。

[c-2]IPsec[c-2]IPsec[c-2]IPsec[c-2]IPsec[c-2]IPsec設定設定設定設定設定 <XR #2 <XR #2 <XR #2 <XR #2 <XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

本装置側の設定1

IKE/ISAKMPポリシー設定1



[c-3]IPsec[c-3]IPsec[c-3]IPsec[c-3]IPsec[c-3]IPsec サービスの起動サービスの起動サービスの起動サービスの起動サービスの起動

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

「各種サービス」設定画面のIPsecサーバを、「起動」状態に動作変更してくださ
い。



[[[[[補足補足補足補足補足]]]]]入力フィルタ設定について入力フィルタ設定について入力フィルタ設定について入力フィルタ設定について入力フィルタ設定について

<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1<XR #1 の設定の設定の設定の設定の設定>>>>> <XR #2<XR #2<XR #2<XR #2<XR #2の設定の設定の設定の設定の設定>>>>>

マルチ接続側でステートフルインスペクションを有効にしているときは、IPsec
用の入力フィルタを設定してください。

インタフェースは「PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - PPP/PPPoE - マルチマルチマルチマルチマルチ #2#2#2#2#2」を選択します。
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